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わが町の宝物 第5回

仲
な か

島
し ま

水
み ず

辺
べ

公
こ う

園
え ん

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…。
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

　仲島水辺公園は、須恵川の流れを利用して作られた

流水プールや東屋などを備え、夏には多くの親子連れ

でにぎわいます。

　プールは幅20メートル、長さ120メートル、水深

は深いところで40センチほどです。流れを分流した

幼児用の水遊び場もあり、小さなお子さんも安心して

遊ぶことができます。

　7月18日（海の日）、広報特別委員会で水辺公園を

訪問しました。

　梅雨明けのこの日、町内だけでなく、近隣の市町か

らも多くの人が訪れていました。元気に泳ぎ、カニや

魚を探す子どもたち、やさしく見守るお父さんお母さ

ん。みなさんの笑顔であふれていました。

　まだまだ暑い夏が続きます。また、春には両岸に桜

の花が咲き乱れる美しい風景を見ることができます。

みなさんぜひ一度足をお運びください。

問い合わせ先：地域振興課（☎932・1438）
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４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は

大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
今
も
続
い

て
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　

須
恵
町
か
ら
は
、
糟
屋
地
区
と

と
も
に
義
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
議
員
も
、
熊
本
の

方
々
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
少

額
な
が
ら
義
援
金
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
被

災
地
で
は
、
行
政
支
援
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
、
今
後
も

続
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
議
会
で
も
、
須
恵
町
の
防

災
の
現
状
を
質た
だ

す
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
確
認
や
、
身
の
安
全
を

ど
う
確
保
す
る
か
な
ど
家
族
間

で
話
し
合
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
災
害
時
に
頼
り
に

な
る
の
は
近
所
の
方
々
で
す
。
普

段
か
ら
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
こ

と
を
話
し
合
う
の
も
大
切
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。�
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広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

所在地（駐車場）：須恵町大字佐谷1477番地3
須恵町役場から県道91号線を、ショウケ越え方面へ。
皿山公園入口を過ぎ、約400m先「永原バス停」を過ぎてす
ぐの農道を左折。

犬の散歩の
途中に寄りました。

昨日も来ました！
海ほど人が多くなくて、
地元の人に会えるのがいいです。


